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◎主題名：友達の気持ちを考えて ２－(3) 信頼友情・男女の協力

見えない気持ち

１ ねらい 友達同士互いに信頼し合い、学び合って友情を深め合おうとする心情を養う。

２ 情報モラル指導モデルカリキュラムの目標とのかかわり
相手を思いやる豊かな心情を養う・a3-1 他人や社会への影響を考えて行動する

・b3-1 情報にも自他の権利があることを知り、尊重する

３ あらすじ
主人公の「わたし」は、スマートフォンのアプリケーションソフトを使い、友達同士でメールの

やりとりに夢中になる。しばらくすると仲良しのサチが、メールの返信に時間がかかることが多く
なり、返信をよこさないことも出てきた。最初は心配していた「わたし」だったが、『無視するな
んて、サイテ－』と怒りのメールをサチに送ってしまう。あるとき、二人の様子を心配したユリか
ら、自分もすぐに返信しなければならないことにプレッシャーを感じ、メールのやりとりの仕方に
疑問を感じていたことを打ち明けられ、サチのことを理解し、謝ろうと考える。という内容である。

４ 指導のポイント
【導入】
①事前に行ったメールの疑似体験を想起し、メールのやりとりをしているときの相手の気持ちを想
像させる。

【展開前段】
②メールのやりとりをする「わたし」の気持ちを問いかけ、友達と一層親密な関係になり、メール
のやりとりにのめり込んでいく「わたし」に気付けるようにする。

③無視されているサチの気持ちを問いかけ、相手がどのような気持ちでいるのかを考えられるよう
にする。

④中心発問では、ユリの言葉を押さえてから、「わたし」が考えたことを表現カードに記述するよ
う促す。その際、少人数で話し合う場を設けるなど、話合いの場を工夫し、多様な感じ方や考え
方を交流できるようにする。

【展開後段】
⑤友達関係が良好なときのお互いの気持ちを問うことで、友情を深め合うことのよさに気付けるよ
うにする。

５ 他教科・領域、家庭・地域等との関連
・日常の学習活動や係活動、委員会活動などで、友達と協力している様子を見とり、賞賛する。
・学年、学級通信や授業で使用したワークシート等を通して、学習した内容を家庭に知らせ、協力
を得るようにする。
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７ 展開例
学習活動 時間 ○主な発問 支援及び指導上の留意点

（・予想される児童の反応）
１ メールのやりとりの ○メールのやりとりをしていると ○疑似体験によるメールのやり
疑似体験を想起する。 ５ きは、どんな気持ちでしたか。 とりの経験を共有させること

※ 分 ・楽しかった。 で、資料への関心を高められ
・すぐに返信が来てうれしかった。 るようにする。
・返信が来なくてさびしかった。 ポイント①
・自分の気持ちが上手く伝わらな
かった。

２ 資料を読み、主人公 ○メールのやりとりをしていると ○「わたし」の気持ちを問いか
「わたし」の心の動き 30 きの「わたし」はどんな気持ち け、友達同士一層親密になれ
を考える。 分 だったでしょう。 た、という気持ちになり、メ

・仲間とつながっているな。 ールにのめり込んでいる「わ
・より親しくなった気がするな。 たし」に気付けるようにする。
・早く返信しなくてはいけないな。 ポイント②

○サチに冷たい態度をとり続けた ○早く返信しようとしていた
のはどうしてでしょう。 「わたし」とは反対に、返信

・サチが返信をよこさなかったか をしないサチを許せないと思
ら。 う「わたし」の気持ちの弱さ

・無視されたような気持ちになっ に気付けるようにする。
たから。 ポイント③

◎「わたし」は、サチを見ながら ◎中心発問では、ユリの言葉を
どんなことを考えたのでしょう。 押さえてから、「わたし」が

・無視して悪かったな。 考えたことを表現カードに記
・もう少しサチのことを考えてあ 述するよう促す。その際、少
げればよかったな。 人数で話し合う場を設けるな

・これからは、サチの都合も考え ど、話合いの場を工夫し、多
よう。 様な感じ方や考え方を交流で

・メールの返信がなくても、サチ きるようにする。
のことを信用するよ。 ポイント④

○「わたし」はどうして直接言葉 ○「わたし」の行動を通して、
で伝えようと思ったのだろう。 大切なことは、相手に直接言

・サチが喜ぶと思ったから。 葉で伝えることが大切である
・自分の気持ちがきちんと伝わる ということに気付けるように
と思ったから。 する。

３ これまでの自分を振 ○友達との関係が以前より仲よく ○今までの自分がどうであった
り返る。 なったと感じたことがあります かを振り返ることで、自分と

か。 のかのかかわりで「友情の深
・学校行事で、友達同士協力し合 まり」をとらえられるように
ったことで、前よりも仲がよく する。
なった。 ポイント⑤

・喧嘩をしたとき、自分の気持ち
をきちんと伝えて仲直りができ、
前よりも仲良しになった気がし
た。

４ 本時を振り返り、学 ○今日の学習で大切だと思ったこ ○学習して大切だと思ったこと
習感想を書く。 10 とを書きましょう。 を表現カードに記述する場を

分 ・友達同士信じ合えるっていいこ 設けることで、道徳的価値の
となのだな。 自覚化を図れるようにする。

・友達とルールを決めてメールの
やりとりをすることが大切なの
だな。

※事前にパソコンソフトを利用したメールの疑似体験をする活動を行い、相手のメールから受ける影
響や自分が発信するメールが相手に及ぼす影響について考える機会をもつ。

８ 評価例
学習感想を書く場面で、「友達同士で信じ合えることはいいこと。友達とルールを決めてメール

のやりとりをすることが大切。」などの言葉を含んだ文章を書いているか。
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